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「○み とめ合い、高め合い、ともに伸びる子」 

「○や さしい心で、仲良く、最後までがんばる子」 
校 ⾧  川畑 豪則   

校庭の木々の緑が日一日と深まり、花にはモンシロチョウの姿も見られます。生命の息吹
を感じる今日この頃、初夏の到来を感じさせる過ごしやすい季節となりました。 

昨年１５０周年を迎えた宮小学校に、１１１名の１年生が入学し、全校児童が６１８名と
なって新年度がスタートしています。はや３週間が過ぎようとする中、子ども達は、新しい
学年・学級に慣れてきたようで、毎日教室や運動場、学校のいろいろな場所から元気いっぱ
いの声が聞こえてきます。 

始業式には、「宮っ子として頑張って欲しい２つのこと」として、「○み とめ合い、高め合
い、ともに伸びる子」、「○や さしい心で、仲良く、最後までがんばる子」をめざそうと話し
ました。 

一人一人が、様々なことに、「まずは自分からやってやろうとチャレンジ」し、伸びよ
う、成⾧しようとする。その姿を○み とめ、みんながともに高め合い、伸びていく宮っ子をめ
ざして欲しいです。また、みんなが、相手の気持ちを考え、○や さしい心で行動できる。仲良
く協力し、助け合える。そして、自分の役割を最後までしっかり果たしてがんばることがで
きる宮っ子をめざして欲しいです。 

入学式には、「１年生に守って欲しい３つの○あ のつく言葉」について話しました。「○あ
んぜん、○あ いさつ、○あ りがとう」の３つです。学校では、友達と遊んだり勉強したりしな
がら、「○あ んぜん」な生活の中で、元気な「○あ いさつ（お返事も）」や「○あ りがとう」を
いっぱい増やしていって欲しいものです。 

この３週間の子ども達の様子を見ていると嬉しいことがたくさんあります。 

☆両方の手を高学年の子につないでもらって安全に安心して登校する１年生がいます。 

☆朝の校門前では、児童会の三役さんや５・６年生の代表委員さんが、大きく、さわやか
な声で登校する子に「おはようございます」の言葉をかけています。いきいきとした表
情で挨拶を返すことができるお友達もたくさんいます。挨拶の和がどんどん拡がってい
くことを期待します。 

☆朝から元気に運動場に遊びに行く子に「行ってらっしゃい」と声をかけると、「行って
きます」と返ってきます。朝の掃除に遅れないようにと、運動場から急いで教室に戻っ
てくる子に「おかえり」と声をかけると、「ただいま」と返ってきます。 

新たなこの１年をよりすてきな○み ○や 小学校になるようみんなで力を合わせましょう！ 

 

 

 

 校庭のバックネット裏の「くすのき」については、強風の折り、太い枯れ
枝が落下してきて、児童の安全を脅かすことがあるため、現在は立ち入り禁
止ゾーンとしています。歴代の校⾧先生や育生会⾧様、市教育委員会と相談
の上、児童の安全面確保のため、この「くすのき」を伐採することとさせて
いただきます。皆様どうぞご理解をいただきますようお願いします。 



 


